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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月31日(2015.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸無水物変性ポリオレフィン（ａ）と１級アミノ基を有するウレタンプレポリマー（ｂ
）とが、酸無水物基と１級アミノ基の当量比１０／９０～９０／１０で反応してなるウレ
タン変性ポリオレフィン（Ａ）を含有してなる樹脂用改質剤（Ｘ）。
【請求項２】
　請求項１記載の樹脂用改質剤（Ｘ）およびポリオレフィン樹脂（Ｂ）を含有してなる樹
脂組成物。
【請求項３】
　（Ｘ）と（Ｂ）の重量比が０．５／９９．５～５０／５０である請求項２記載の樹脂組
成物。
【請求項４】
　請求項２または３記載の樹脂組成物を成形してなる成形品。
【請求項５】
　請求項４記載の成形品に塗装および／または印刷を施してなる成形物品。
【請求項６】
　請求項１記載の樹脂用改質剤（Ｘ）を含有してなる塗料。
【請求項７】
　請求項６記載の塗料を樹脂基材に塗布してなる塗装品。
【請求項８】
　酸無水物変性ポリオレフィン（ａ）と１級アミノ基を有するウレタンプレポリマー（ｂ
）を、酸無水物基と１級アミノ基の当量比１０／９０～９０／１０で反応させてウレタン
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変性ポリオレフィン（Ａ）とすることを特徴とする該ウレタン変性ポリオレフィン（Ａ）
を含有してなる樹脂用改質剤（Ｘ）の製造方法。
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